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○
子
育
て
支
援

　
新
年
度
に
開
設
す
る
「
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
個
別
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
た
上
で
、
情
報
提
供
、
相
談
支
援

な
ど
の
支
援
を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
の
低
減
、
医
療
費
の
無

料
化
、
公
園
な
ど
の
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
学
校
教
育

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る

学
力
向
上
対
策
や
、
ジ
オ
パ
ー
ク
学

習
、
地
域
の
課
題
発
見
解
決
学
習
な
ど

の
ふ
る
さ
と
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
学
校
施
設
で
は
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
特
別
教
室
の
空
調
設
備
整
備
、
校
内

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
な
ど
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
社
会
教
育

　
主
体
的
に
地
域
課
題
を
見
つ
け
、
そ

の
解
決
策
を
様
々
な
方
法
で
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
積
極
的
に
地
域
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
「
人
づ
く
り
」
や
「
仲
間
づ

く
り
」
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
教
育
と
地
域
づ
く
り

教
育
キ
ャ
ン
プ
、
徒
歩
旅
行
な
ど
に

よ
り
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
で
健
や
か
な
心
身
を
育
み
、
地
域
活

力
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
一
流
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
ご
指
導
い
た
だ

く
「
つ
な
Ｇ
Ｏ
隠
岐
の
島
」
は
、
関
係
機

関
が
連
携
し
「
町
民
の
健
康
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
通

じ
て
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　
貴
重
な
町
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
の

調
査
・
研
究
を
進
め
、
適
切
に
保
護

し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
公
開
・
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
、
国
府
尾
城
活
用
整
備
事
業
で

は
、
調
査
、
研
究
を
進
め
る
と
と
も

に
、
講
演
会
を
開
催
し
町
民
の
皆
さ
ま

へ
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
企
画
を
実

施
し
ま
す
。

「生まれてよかった」
子どもの声が弾むまち

○
総
合
計
画

｢第
２
次
総
合
振
興
計
画
」
の
個
別
施

策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
組
織
横
断

的
な
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
新
た

な
視
点
に
よ
る
計
画
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
式
の
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
、
よ
り

効
率
的
な
進
行
管
理
に
努
め
ま
す
。

○
雇
用
対
策

隠
岐
の
島
町
雇
用
対
策
協
議
会
を
中

心
に
、
新
た
な
制
度
を
活
用
し
、
中
高

生
へ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
さ
ら
に
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
施
策
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
確

保
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
、

産
官
学
民
一
体
と
な
り
進
め
ま
す
。

○
商
工
業

　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
事
業
継
承
へ
の

支
援
、
店
舗
改
修
や
起
業
、
創
業
へ
の

支
援
な
ど
、
有
人
国
境
離
島
施
策
な
ど

を
活
用
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
事
業

者
の
方
々
を
後
押
し
し
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
の
振
興

　
農
業
で
は
、
島
根
県
や
Ｊ
Ａ
、
担
い

手
農
家
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
振
興

作
物
の
開
拓
や
、
荒
廃
農
地
の
解
消
に

向
け
た
農
業
団
地
の
整
備
に
つ
い
て
、

調
査
、
研
究
を
行
い
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
島
内
産
木
材
の
本
土
へ

の
出
荷
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

バ
イ
オ
マ
ス
原
木
に
つ
い
て
、
試
験
的

な
出
荷
検
証
を
民
間
企
業
と
連
携
し
て

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
畜
産
業
で
は
、
和
牛
繁
殖
経
営
の
低
コ

ス
ト
化
と
新
た
な
若
手
就
農
者
や
起
業

参
入
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
種
苗
放
流
事
業
な
ど
に

よ
る
磯
根
資
源
の
確
保
や
漁
港
施
設
の
整

備
な
ど
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
町
民
の
皆
さ
ま
や
観
光
客
に
広
く
安

定
的
に
隠
岐
島
産
の
海
産
物
が
提
供
で
き

る
枠
組
み
作
り
に
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

○
地
域
医
療
・
保
健

　
島
根
県
と
隠
岐
広
域
連
合
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
医
師
の
情
報
を
収
集
し
、招
へ
い

と
地
域
医
療
の
維
持
、充
実
に
努
め
ま
す
。

　
保
健
事
業
で
は
、
医
療
機
関
や
自
治
組

織
な
ど
と
の
連
携
を
密
に
し
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
保
健
事
業
の
展
開
と
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
福
祉

　
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
福
祉
、

介
護
職
場
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
福

祉
職
場
処
遇
改
善
事
業
や
、
新
規
就
労

者
に
対
す
る
支
援
助
成
制
度
を
活
用

し
、
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
派
遣
事
業
を
含
め
た
職

の
開
拓
に
努
め
、
会
員
の
増
は
も
と
よ

り
、
皆
さ
ま
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り

　
西
郷
港
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
計
画
に
も
と
づ
き
、
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業
の
策
定
に
着
手

し
、
具
現
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
島
後
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

設
備
改
良
の
本
工
事
を
発
注
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
完
成
に

向
け
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
提

供
で
き
る
ご
み
処
理
施
設
と
な
る
よ
う

進
め
ま
す
。

「住んでよかった」
若者・女性が、高齢者が

活躍するまち

○
観
光

　
マ
ラ
ソ
ン
、
自
転
車
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ

ク
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
「
ア
ウ
ト

ド
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
を
最
大
限

活
用
す
る
た
め
、
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

と
と
も
に
、
仕
組
づ
く
り
や
素
材
の
掘

り
起
こ
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
民
謡
、
牛
突
き
な
ど
の
歴
史
や

固
有
の
文
化
を
、
次
世
代
に
確
実
に
継
承

し
な
が
ら
、
有
効
的
な
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
建
設
中
の
「
ジ
オ
パ
ー

ク
中
核
・
拠
点
施
設
」
を
、
島
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、

利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
進
め
ま
す
。

○
交
通
網
の
整
備

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め

「
隠
岐
の
島
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
中
で
あ
り
、
本
計
画
に
基
づ
い

た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
通
年
就
航
さ
れ

た
隠
岐
―
大
阪
路
線
に
合
わ
せ
、
隠
岐

―
出
雲
路
線
も
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

大
き
な
経
済
効
果
を
生
ん
で
い
る
チ
ャ

ー
タ
ー
運
航
企
画
に
つ
い
て
も
、
今
後

も
お
客
様
誘
致
を
図
り
ま
す
。

○
交
流

　
都
市
交
流
で
は
、
大
阪
府
豊
中
市
を

中
心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
を
通

し
た
市
民
間
の
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
の
ク
ロ
ト
シ
ン

市
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
本
町
に

と
っ
て
有
益
な
活
動
と
な
る
よ
う
、
民

間
企
業
間
の
経
済
交
流
に
繫
げ
ま
す
。

ま
た
、
国
際
交
流
員
に
よ
る
、
文
化
交

流
活
動
に
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

「訪れてよかった」
思い出を持ち帰れるまち

　令和２年第１回隠岐の島町議会定例会が３月２日から開かれ、
池田町長が町政運営についての基本方針を明らかにしました。
　ここでは、様々な課題にどのように取り組んでいくのかを示した、
令和２年度施政方針の概要についてご紹介します。

令和２年度

施   政   方   針

　第２次総合振興計画を基軸とした取り
組みを着実に推進し、自らの創意工夫と
たゆまぬ努力、そして新たな視点と意欲
的なチャレンジにより、自立した自治体
運営を進めなければなりません。
　また、島内経済が拡大する地域社会の
実現を国や県に頼るだけでなく、力強く
進めることが町の責務であると考えま
す。

就任四年目を迎え、私が表明している３
つの「よかったが響くまち」を基本方針に、
職員と一丸となった「チーム隠岐の島」と
しての取り組みが、しっかりと結果として
表れるよう、目標に向かってさらに進んで
いきます。
　そして、引き続き町民の皆さまとの距
離感のない対話重視のまちづくりを行い
ます。
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４
月
１
日
よ
り
「
隠
岐
航
路
・
航
空

路
運
賃
助
成
対
象
者
証
明
書
」
の
発
行

窓
口
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
変
更
前

　
２
階　
地
域
振
興
課
定
住
推
進
係

　
　
　
　
←

●
変
更
後

　
１
階　
町
民
課
戸
籍
住
民
係

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
域
振
興
課
定
住
推
進
係

電
話
2-

８
５
７
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係

電
話
2-

８
５
７
５

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
上
下
水
道
課
業
務
係

電
話
2-

８
５
７
6

成
対
象
者
証
明
書
」
の
発
行

窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口
変変変変変変変変変変変変
更更更更更更更更更更更更
ににににににににににに
つつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいい
てててててててててててて

「
隠
岐
航
路
・
航
空
路
運
賃
助

成
対
象
者
証
明
書
」
の
発
行

窓
口
変
更
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
影

響
を
受
け
る
事
業
者
の
皆
様
向
け
に
、

各
種
相
談
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
３
月
16
日
時
点
）

●
そ
の
他

　
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
事

業
者
の
皆
さ
ま
が
活
用
で
き
る
支
援
策

を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
随
時
更
新
さ
れ
ま
す
。
）

「
経
済
産
業
省　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

（
事
業
者
向
け
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

すすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるる
相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口

（
事
業
者
向
け
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関

す
る
相
談
窓
口

　
ご
家
庭
で
ト
イ
レ
が
詰
ま
っ
て
困
っ

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
多
く
の
原
因
は
水
に
溶
け
な
い
製
品

を
流
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
一
番
多
い
も
の
は
、
ト
イ
レ
ク
リ
ー

ナ
ー
（
シ
ー
ト
）
や
お
し
り
ふ
き
で

す
。

　
こ
れ
ら
は
家
庭
の
み
な
ら
ず
、
地
下

の
下
水
管
や
ポ
ン
プ
を
も
詰
ま
ら
せ
て

し
ま
う
厄
介
者
で
す
。

　
ト
イ
レ
に
流
せ
る
製
品
に
は
「
ト
イ

レ
に
流
せ
る
」
、
「
水
に
ほ
ぐ
れ
る
」

と
い
っ
た
表
示
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
た
だ
し
、
節
水
タ
イ
プ
の
ト
イ
レ

等
で
は
詰
ま
る
こ
と
も
あ
る
為
、
可
燃

ご
み
と
し
て
の
廃
棄
を
お
勧
め
し
ま

す
。また

、
ふ
つ
う
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
は
水
に
は
溶
け
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
も

ト
イ
レ
に
は
絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
・
ト
イ
レ
の
適
正
使
用

にににににににに
つつつつつつつつつ
いいいいいいいい
てててててててて

下
水
道
・
ト
イ
レ
の
適
正
使
用

に
つ
い
て

隠岐航路・航空路運賃助成対象者証明書
カード番号

島根県隠岐郡隠岐の島町長

表記の者は、隠岐航路・航空路運賃助成の対象者であることを証明する。

平成　　年　　月　　日

氏 名

生 年 月日 平成　　年　　月　　日生
※申請時に3才以上～12才未満の小児のみ記入

島根県隠岐郡　　隠岐の島町居 住 地

有効期限 平成　　年　　月　　日迄

隠岐　太郎

32 9 30

29 10 1

1 2 3 4 5 6 7 8

証明書の有効期限は3年間です

島根県よろず支援拠点

中国経済産業局

中小企業金融相談窓口

島根県信用保証協会

日本政策金融公庫

島根労働局

ハローワーク隠岐の島

中国運輸局

0852-60-5103
9時～17時　※毎日

082-224-5661
8時30分～17時（平日）
9時～17時（土・日・祝日）

（事業資金相談ダイヤル）
0120-154-505
9時～17時　※平日のみ

03-3501-1544
9時から17時　※毎日
0852-22-2837
9時～17時10分　※平日
0120-40-5471
9時～17時10分　※土・日・祝日

0852-20-7009
8時30分～17時15分　※平日のみ
08512-2-0161
8時30分～17時15分　※平日のみ
082-228-8701
8時30分～17時15分　※平日のみ

内　容

経営全般

雇用・労働

宿泊事業
旅行事業

支援機関 電話番号・受付時間

資金繰り



Okinoshima7 Okinoshima 6

　
竹
島
（
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）
の
領

土
問
題
解
決
を
求
め
る
「
竹
島
領
土
権

確
立
隠
岐
期
成
同
盟
会
」
関
係
者
が
２

月
３
日
に
外
務
省
な
ど
関
係
省
庁
や
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
及
び
竹
島
問
題

の
解
決
に
向
け
て
活
動
さ
れ
て
い
る
国

会
議
員
を
訪
問
し
、
「
竹
島
を
所
管
す

る
組
織
の
設
置
」
な
ど
５
点
を
要
望
し

ま
し
た
。

　
町
で
は
、
竹
島
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
（
古
文
書
や
日
誌
、
地
図
、
絵

図
な
ど
）
・
証
言
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
何
か
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
役

場
総
務
課
竹
島
対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
２
月
22
日
「
竹
島
の
日
」
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

❶
松
江
市
で
は
、
第
15
回
「
竹
島
の
日
」

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
隠
岐
か
ら
40

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
開
催

の
国
民
交
流
会
で
は
、
隠
岐
の
島
町
の
現

状
を
国
会
議
員
の
方
々
に
訴
え
ま
し
た
。

❷
久
見
竹
島
歴
史
館
（
隠
岐
の
島
町
久

見
地
区
）
に
お
い
て
、
隠
岐
の
島
町
経
済

六
団
体
が
主
催
の
「
竹
島
の
日
」
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
江
市
で

の
「
竹
島
の
日
記
念
式
典
」
の
様
子
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継
さ
れ
、
24
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

❸
隠
岐
の
島
町
図
書
館
で
は
、
竹
島
学

習
会
が
開
催
さ
れ
、
第
10
回
｢竹
島
・
北

方
領
土
問
題
を
考
え
る
｣中
学
生
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る
竹
島
に
関
す

る
作
文
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

❹
五
箇
創
生
館
（
隠
岐
の
島
町
）
で
は

「
竹
島
海
鮮
カ
レ
ー
」
の
Ｐ
Ｒ
や
竹
島

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
行

い
、
意
識
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室

電
話
2-

2
1
1
1

竹
島
に
関
す
る
政
府
要
望
活
動

２
月
22
日
「
竹
島
の
日
」

▲竹島に関する作文の発表
　　西郷南中学校　
　　　　長田　睦樹さん

▲衆議院議員 細田 博之氏（右から3人目）に
要望書を手交する池田町長（左から2人目）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
課
健
康
係電

話
2-

8
5
6
2

　
町
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
（
元
気

で
長
生
き
）
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
保
健
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
生
活
習
慣
病
に
関
す
る
町

の
健
康
課
題
と
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
健
康
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
関
す
る
町
の
健
康
課
題

①
40
〜
64
歳
の
脳
血
管
疾
患
年
齢
調
整

死
亡
率
が
男
女
と
も
県
平
均
よ
り
高

い
。
（
グ
ラ
フ
１
）

②
40
〜
74
歳
の
男
性
の
糖
尿
病
有
病
率

が
県
平
均
よ
り
高
い
。
（
グ
ラ
フ
２
）

※
有
病
者
：
服
薬
あ
り
の
人
、
服
薬
な

し
で
空
腹
時
血
糖
１
２
６
以
上
ま
た
は

Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
６
．
５
以
上
の
人
（
要
再

検
査
者
を
含
む
）

③
糖
尿
病
性
網
膜
症
、
人
口
透
析
患
者

数
が
多
い
。

・
糖
尿
病
性
網
膜
症
…
国
の
約
3
．
5

倍
、
県
の
約
2
．
8
倍
。

・
人
口
透
析
患
者
数
…
国
・
県
の
約
1
．

3
倍
。
（
表
1
）

※
い
ず
れ
も
国
保
加
入
者
（
40
〜
74
歳
）

で
、
患
者
千
人
当
た
り
の
数
。

ま
ず
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

健
康
な
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
健
診
を
受
け
て
今
の
体
の
状
態
を

知
り
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
健
診
に
は
、
特
定
健
診
、
後

期
高
齢
者
健
診
、
事
業
所
健
診
、
各
種

人
間
ド
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
年
に

１
回
の
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
未
来
は
、

健
診
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
か
ら
！

　
ま
ず
は
一
つ
一
つ
の
検
査
値
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
５
年
前
、
10
年
前
の
検

査
結
果
と
比
べ
る
と
、
自
分
の
体
の
中

の
変
化
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

《
健
診
結
果
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
基
準
値
を
超
え
た
検
査
値
が
あ
る
か

②
去
年
よ
り
検
査
値
が
悪
化
し
て
い
な

い
か

③
異
常
値
に
近
い
検
査
項
目
が
あ
る
か

④
改
善
し
た
い
気
に
な
る
自
覚
症
状
や

生
活
習
慣
が
あ
る
か

精
密
検
査
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
！

　
精
密
検
査
の
受
診
は
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
よ
り
詳
し
く
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
で
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
て
、
病
気

の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
治
療
の
必
要
な
方
は
、
薬
の
内

服
な
ど
、
早
期
に
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
症
状
の

悪
化
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
い
ま
ま
進
行
す
る
た
め
、
「
自
分
は

大
丈
夫
」
と
自
己
判
断
す
る
こ
と
は
大
変

危
険
で
す
。
症
状
と
し
て
現
れ
る
時
に

は
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で

進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
精
密
検
査
の
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0
2011 2012 2013 2014 2015 （年）

（％）
脳血管疾患　年齢調整死亡率（40～64歳）

【出典：島根県健康指標データベースシステム】

町 男性

県 男性

町 女性

県 女性

25

20

15

10

5

0
H24 H25 H26 H27 H28 H29 （年）

糖尿病有病者※の割合（国保・男性）

【出典：国保データベースシステム】

島根県

隠岐の島町

【出典：国保データベースシステム】

隠岐の島町 島根県 国

65.8人 23.2人 18.6人

糖尿病性網膜症患者数（有病）※患者千人当たり

隠岐の島町 島根県 国

8.19人 6.28人 6.25人

人工透析患者数　※患者千人当たり

【グラフ１】

【グラフ2】

【表 1】

（％）

Part
25
Part
25

健
康
づ
く
り
通
信

生
活
習
慣
病
の
予
防
に

　
　
　
　
　
　
　

努
め
ま
し
ょ
う
！

　
町
で
は
、
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ひ

き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え

込
む
前
に
、
「
お
悩
み
」
や
「
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
で
も
、
あ
な
た
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
場
合
に
相
談
す
れ
ば

よ
い
で
す
か
？

　
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
や
ご
家
族
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
お
話
を
伺
い
ま
す
。

・
今
は
働
い
て
い
な
く
て
家
に
い
る

・
近
所
の
お
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
は

出
か
け
る
が
、
普
段
は
一
人
で
家
に

い
る

・
長
年
外
に
出
て
い
な
い

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
な
支
援
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
対
象
年
齢
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
気
に
な
る
方

は
、
何
歳
の
方
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
家
族
が
相
談
し
て
も
よ
い
で
す
か
？

　
ご
家
族
は
、
一
番
身
近
な
支
援
者
で

す
。
ご
家
族
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
町
の
相
談
窓
口

｢ひ
き
こ
も
り
」
に
関
す
る
ご
相
談

◇
役
場
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

電　
話　
２-

８
５
６
１

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２-

６
６
３
０

｢こ
こ
ろ
の
悩
み
」
に
関
す
る
ご
相
談

◇
役
場
保
健
課　
健
康
係

　
　
　
　
　
　

電　
話　
２-

８
５
６
２

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２-

６
６
３
０

（
平
日  

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
県
の
相
談
窓
口

◇
島
根
県
立
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

松
江
市
東
津
田
町
１
７
４
１
番
地
３

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階

   

電　
話　
０
８
５
２-

２
１-

２
０
４
５

   

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
８
５
２-

３
２-

５
９
２
４

◇
隠
岐
保
健
所　
健
康
増
進
課

隠
岐
の
島
町
港
町
塩
口
24
番
地

島
根
県
隠
岐
支
庁
２
階

　
　
　
　
　
　

電　
話　
２-

９
７
１
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２-

９
７
１
６

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

『
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
』

を
開
設
し
て
い
ま
す

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

『
ひ
き
こ
も
り
相
談
窓
口
』

　
　
　

を
開
設
し
て
い
ま
す
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隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間午前10時～午後6時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

　もうすぐ４月になり、ゴールデンウィークも
間近ですね。隠岐の島町図書館は、ゴールデン
ウィーク中も開館していますので、ぜひご来館
ください。ただし、ゴールデンウィーク明けの
５月７日（木）が、特別休館となりますので、
お気を付けください。
　詳しくは、下記の通りです

　子ども読書の日スペシャルを今年も行います。
毎年4月23日の「子ども読書の日」にちなんで開催
しているおはなし会です。読み聞かせや工作など
を一緒に楽しみましょう♪

　日　時：4月25日（土）午後3時～4時
　場　所：図書館 研修室

〇おはなしのへや：毎週土曜日午後３時～３時30分
〇はじめてのえほん：毎週日曜日午前10時30分

～11時
19日（日）は休館日のため除く

〇アゴラ：11日（土）午後２時30分～
〇子ども読書の日：25日（土）午後3時～4時
【休館日】6日（月）・13日（月）・19日（日）・
 20日（月）・27日（月）
　新型コロナウイルス感染症対策のため、各種催
物の開催を見合わせることがあります。中止、延
期情報についてはお問い合わせください。

4月の行事と休館のお知らせ

子ども読書の日スペシャル開催

ゴールデンウィーク中の開館について

【図書館開館カレンダー】

　
現
在
、
家
の
中
に
あ
る
生
活
道
具
の

多
く
は
、
日
本
全
国
、
物
に
よ
っ
て
は

世
界
中
で
、
共
通
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
そ
の
土
地

の
生
活
に
即
し
た
道
具
が
あ
り
ま
し

た
。
「
民
具
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
は
そ

う
し
た
生
活
の
中
で
活
躍
し
た
道
具
た

ち
で
す
。
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
過
去
の
生
活

様
式
を
伝
え
る
貴
重
な
存
在
と
し
て
、

そ
の
地
域
で
特
徴
的
な
も
の
を
中
心
に

各
地
で
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
隠
岐
の
島
町
の
民
具
と
し
て
は
、
隠

岐
郷
土
館
で
展
示
し
て
い
る
「
隠
岐
島

後
の
衣
食
住
及
び
生
産
用
具
」
（
島
根

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）
と
「
隠
岐

島
後
の
生
産
用
具
」
（
国
指
定
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
）
が
体
系
的
に
収
集
さ

れ
た
一
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
隠
岐
郷
土
館
の
開
館
に

あ
た
り
、

・
激
変
す
る
社
会
情
勢
下
で
、
生
活
の

知
恵
と
も
い
う
べ
き
生
活
用
具
を
系

統
的
に
収
集
し
、
保
存
す
る

・
隠
岐
郷
土
館
を
契
機
に
、
島
民
が
よ

り
一
層
隠
岐
を
理
解
し
、
文
化
財
保

護
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

・
観
光
客
の
隠
岐
理
解
を
助
け
、
観
光

開
発
の
一
翼
を
担
う

た
め
、
島
後
全
域
か
ら
、
生
業
に
欠
か

せ
な
い
道
具
１
，
２
０
０
点
以
上
を
集

め
ま
し
た
。
豊
富
に
伝
わ
っ
た
農
業
や

漁
業
、
山
樵
、
畜
産
と
い
っ
た
幅
広
い
分

野
の
道
具
か
ら
は
、
隠
岐
に
も
地
域
に

根
付
い
た
多
く
の
生
業
が
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
隠
岐
島
内

で
作
ら
れ
た
民
具
も
少
な
く
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
民
具
を
作
る
こ
と
の
で

き
る
人
々
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

　
こ
う
し
た
民
具
は
使
わ
れ
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
使
い
方
や
作
り
方
が
今
後

わ
か
ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
過
去
の
隠
岐
の
暮
ら
し

を
考
え
る
う
え
で
は
、
貴
重
な
道
具
た

ち
で
す
。
民
具
や
過
去
の
記
録
（
写
真

な
ど
）
に
関
わ
る
情
報
を
隠
岐
の
島
町

教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
課
）
に
お
寄

せ
下
さ
い
。

隠岐郷土館展示の隠岐島後の生産用具
(漁業）

隠岐島後の
生産用具

vol.42

の
第
10
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
が
、
２
月
７
日
に
島
根
県
庁
知
事
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

島
根
県
の
中
学
生
が
竹
島
や
北
方
四
島

の
歴
史
と
現
実
に
関
心
を
持
ち
、
そ
こ
に

存
在
す
る
領
土
問
題
を
正
し
く
理
解

し
、
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
22
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
県
内
の
中
学
校
24
校
よ
り

作
品
総
数
７
８
５
点
の
応
募
が
あ
り
、

本
町
か
ら
は
３
名
の
方
が
、
次
の
と
お
り

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■
島
根
県
民
会
議
会
長
賞

　
木
瀨
春
香
さ
ん
（
西
郷
中
・
３
年
）

「
に
な
う
こ
と
」

■
隠
岐
の
島
町
長
賞

　
立
原　
樹
さ
ん
（
都
万
中
・
３
年
）

「
本
当
の
友
好
国
」

■
入
選

　
長
田　
睦
樹
さ
ん
（
西
郷
南
中
・
３
年
）

「
領
土
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
」

※
「　
」
内
は
題
名
。

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　
親
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
親
（
保
護

者
）
が
、
子
育
て
に
つ
い
て
楽
し
く
語

り
合
っ
た
り
、
今
ま
で
の
子
育
て
に
つ

い
て
振
り
返
っ
た
り
で
き
る
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
本
町
で
も
、
小
学
校
や

中
学
校
へ
の
入
学
を
控
え
た
お
子
さ
ん

の
い
る
す
べ
て
の
保
護
者
を
対
象
に
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
は
、
参
加
者
ど
う
し
が
知
り
合
い

で
は
な
い
こ
と
が
多
く
、
ド
キ
ド
キ
の
様

子
で
す
が
、
町
内
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
う
ま
く
間
を
つ
な
ぎ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
そ
の
日
の
テ
ー
マ
に
せ
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
親
学
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は
、
答
え

は
参
加
者
に
あ
る
こ
と
。
子
育
て
は
、
す

べ
て
決
ま
っ
た
や
り
方
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
知

っ
て
、
実
践
を
通
し
て
、
そ
の
子
に
合
っ

た
や
り
方
を
学
ん
で
い
く
の
で
す
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
る
と
、
少
し
不
安

が
解
消
さ
れ
て
「
親
楽
」
に
。
人
と
つ
な

が
り
な
が
ら
子
育
て
を
楽
し
ん
で
い
け
る

よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
企
業
な
ど
へ
出

張
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
で
き
ま
す
。
ご
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

第
10
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を

考
え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

「
親
学｣

（
お
や
が
く
）プ
ロ
グ
ラ
ム
で

「
親
楽｣

（
お
や
ら
く
）に
！

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-
2
1
2
6

令和元年度　各小中学校の実施プログラム
小学校

西郷小学校

中条小学校

有木小学校

磯小学校

北小学校

五箇小学校

都万小学校

プログラム名

子どもに示したい大人のふるまい

子どもに本当に必要ですか?

子どもに示したい大人のふるまい

誰が決めるの?

私のほめ方・しかり方

私のほめ方・しかり方

私のほめ方・しかり方

参加者数

57

11

8

10

3

12

11

中学校

西郷中学校

西郷南中学校

五箇中学校

都万中学校

プログラム名

心に響く伝え方

目指せ! 早寝・早起き、寝る子は育つ

ケータイ・インターネットとのつきあい方

家庭学習の習慣をつけるために

参加者数

36

24

12

7

コンクール表彰式での記念撮影（前列左から２番目が立原さん、
４番目が木瀨さん）
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　環境をテーマにした「エコフェスタ」が開催さ
れ、フリーマーケットやけんちん汁の無料配布など
でにぎわいました。このイベントでは再利用可能な
リユース食器が使用され、CO211.55kg（スギ0.8
本分の年間吸収量）を削減することができました。

エコフェスタｉｎおき2月23日

　当日はあいにくの雨模様となりましたが、
水仙の切り花やカニ汁の無料配布など、油井
地区の皆さんによるおもてなしで、来場者の
皆さんは心温まるひと時を過ごしていました。

油井すいせんまつり2月17日

　隠岐養護学校による販売会『岐楽市』が、
サンテラス二階で開催されました。陶器やさ
をり織製品の販売や、パウンドケーキと飲み
物を出す喫茶コーナーなど、生徒の皆さんの
学びの成果が披露されました。

隠岐養護学校「岐楽市」2月22日

カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト ミ

ニ

※

2
月
29
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

ご
結
婚

（
氏
名
）
（
地
区
）

高
梨  

龍

野
津  

美
里

夫妻

東
郷

加
茂

（
お
く
や
み

佐
々
木
イ
チ
ノ

岡
野  

忠
光

井
川  

辰
男

池
本  

幹
弘

野
津  

和
夫

服
部  

建
治

樋
口  

茂
子

服
部  

知
子

森  

カ
ヨ
子

野
津  

武
生

佐
々
木  

樽
松

是
津  

達
己

伊
後

栄
町

都
万

小
路

加
茂

今
津

中
町

今
津

東
町

加
茂

今
津

苗
代
田

96
歳

87
歳

86
歳

64
歳

80
歳

80
歳

88
歳

89
歳

85
歳

77
歳

88
歳

88
歳

（
氏
名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

山
田  

莉
音

村
上  

稜
歩

廣
江  

結
愛

原
田

栄
町

平

山
田  

健
人

村
上  

周
二

廣
江  

俊
則

（
氏
名
）
（
地
区
）
（
保
護
者
）

ご
誕
生り

の
ん

い
ず
ほ

ゆ

あ

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

　皆さんは、手紙を書きますか？携帯電話と
LINEの時代、手紙でやりとりをする人は少ない
と思いますが、わざわざ手で書いて郵送しても
らったものを自分の郵便受けに見つけたら、嬉
しいのではないでしょうか？
　その嬉しい気持ちが五箇中学校の生徒たちは
よく分かると思います。昨年度の学校交流プロ
ジェクトを引き継ぎ、ポーランドのクロトシン
市にある第１小学校（※）の生徒と文通をして
いたからです。隠岐の島町とクロトシン市の友
好都市交流事業の一つとして実施した、その文
通は、双方の学校の生徒たちがペアになり、英
語で書いた手紙を交換するというものです。
　生徒たちは、自己紹介と趣味の説明を通し
て、遠く離れているところに住む相手の日常生
活が垣間見えるようになり、クリスマスカード
と年賀状の交換で、母国の文化に根差した大事
な祝日の過ごし方も紹介できました。日本語と
ポーランド語、生徒たちの言葉がお互いに通じ
ないことから、双方の学校で外国語として習っ
ている英語が、手紙の言語になりました。ま
た、そのやりとりで、世界共通言語としての英
語の価値を生徒たちに実感してもらいたいと思
います。英語の勉強に少しだけ力を入れたら、
どの国の出身の人とでも交流できるからです。

 さらに、今年度の文通には手紙の他、モノの交
換もありました。日本からは書道の作品、ポー
ランドからは手作りのブックマークを相手に送
ることをはじめ、多くの生徒たちが、かわいい
と思った付箋やキーホルダーなどを手紙に同封
していました。自分の身の回りにある小物で相
手を喜ばせたい気持ちは、「友好を深める」と
いう、文通のもう一つの意図の結果ではないか
と思います。
　令和元年度、隠岐の島町とクロトシン市の若
者はこのように美しく心を寄せ合っていまし
た。
※ポーランドの教育制度では、小学校は６年間
ではなく、８年間です。７～８年生は、日本の
中学校の１～２年生とほぼ同じ年齢です。

▲クロトシン市の生徒の手作りブックマーク。
　五箇中学校生徒へのプレゼント。

国
際
交
流
員

ラ
チ
ン
ス
カ
・
イ
ザ
ベ
ラ

波蘭新聞
ポーランド

Part 14

英語で文通　
　国境を越えた交流続く

情報
ア
ラ
カ
ル
ト

情報
ア
ラ
カ
ル
ト



広
報
隠
岐
の
島
4
月
号
　
（
通
算
第
186号

）■
編
集
／
発
行
  隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

〒
685-8585　

島
根
県
隠
岐
郡
隠
岐
の
島
町
城
北
町
1番
地
　
TEL（

08512）2-2111（
代
表
）FAX（

08512）2-6005　
表
紙
題
字
　
脇
田
泰
造
氏（
下
西
）

隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ： http://w

w
w
.tow

n.okinosim
a.shim

ane.ｊｐ
/

代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ： jouhou@

tow
n.okinoshim

a.shim
ane.jp

15歳未満人口 1,582人 《11.3％》
65歳以上人口 5,639人 《40.3％》

（　）は先月との比較

6,802（-19）人男

7,185（-19）人女

7,071（-12）世帯世帯数

○増  転入 9 出生 3 その他 0
○減  転出 26 死亡 24 その他 0

人口と世帯数

人口 13,987（-38）人

令和2年3月1日現在

編
集
後
記

▼
前
号
に
引
き
続
き
、
今
回
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
話
題
で
す
。
少

し
ず
つ
春
に
移
り
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
が
大
流
行
。
連
日
の
ニ

ュ
ー
ス
も
、
そ
の
話
題
で
持
ち
切
り

で
す
。
▼
最
近
で
は
、
ア
ジ
ア
か
ら

イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
隠
岐
の
島
町
で
も
、
小
中
学
校

の
臨
時
休
業
を
は
じ
め
、
各
種
催
し

を
軒
並
み
中
止
ま
た
は
延
期
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
▼
広
報
誌

で
は
、
校
了
か
ら
発
行
ま
で
日
数
が

か
か
り
、
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
、
情
報
が
古
く
な
っ
て
い

る
恐
れ
が
あ
り
、
感
染
症
に
関
す
る

情
報
は
、
主
に
お
知
ら
せ
便
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
も
あ
れ
、
正
し
い
知
識
と
情
報

を
吸
収
し
て
、
自
己
防
衛
に
努
め
な

が
ら
、
一
日
で
も
早
い
鎮
静
化
を
願

う
事
し
か
な
い
の
か
な
と
思
う
次
第

で
す
。

（
Ｔ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定　　月4

布施の山祭り（帯締め神事）　9：30～（大山神社）

年金相談　9:00～11:30（役場第一会議室）

年金相談　13:00～16:00（役場第一会議室）

個別税務相談（要予約）　9:00～16:00（西郷税務署）

隠岐国分寺蓮華会舞　13:00頃～（隠岐国分寺境内）

1 日 水

2 日 木

3 日 金

4 日 土

5 日 日

6 日 月

7 日 火

9 日 木

8 日 水

12 日 日

13 日 月

14 日 火

15 日 水

16 日 木

17 日 金

19 日 日

20 日 月

21 日 火

22 日 水

23 日 木

24 日 金

25 日 土

26 日 日

27 日 月

28 日 火

29 日 水

30 日 木 納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

10 日 金

11 日 土

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）
人権相談　13：00～16：00（隠岐島文化会館）

個別税務相談（要予約）　9:00～16:00（西郷税務署）

18 土日

食育の日

昭和の日
第74回全隠岐陸上競技選手権大会　8:10～（隠岐高校
グラウンド）

ほ はる

眞野 帆悠くん（上西）

元気いっぱい大きくなぁれ！
大好きほはる♡

たける

村尾 健くん（下西）
さんしろう

門脇 三志郎くん（平）

オス！オラ三志郎☆ いつも笑顔と癒しをありが
とう♡　大好きだよ
元気に大きくなってね♡

り な

松本 莉那ちゃん（栄町）

りーり♡2歳おめでとう♡
癒しをありがとう\( ̂ô )/

りょうま

高梨 凌馬くん（有木）

３才おめでとう♡
元気に大っきくなってネ！

りん

田中 凛ちゃん（栄町）

汰輝の笑顔が皆の癒し♡
２歳おめでとう！！

1歳おめでとう！
元気に大きくなーれ！

ゆうり

古島 優璃ちゃん（栄町）

おめでとう！
兄弟と仲良く笑顔で逞しく♥

みのほ

山根 帆之海ちゃん（西町）

わが家のひょうきん族！
いつも笑いをありがとう♬

強くたくましく元気よく！
２歳おめでとう(^^)

吉原 汰輝くん（山田）
た き

西 旺志朗くん（那久）
おうじろう

4月6日
（月）締切

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

応募方法 ：以下の項目を明記し、お子さんの写
真を添えて、電子メール・郵送・直
接持参のいずれかでお申し込みく
ださい。

①お子さんの氏名（ふりがな） ②年齢　
③性別　④住所　⑤保護者氏名　
⑥電話番号　⑦メッセージ（20字以内）
■お申込み・お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係　電話２-８５７２
　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

5月生まれの満１～3歳
お子さん募集しています！

1
歳

1
歳

1
歳

2
歳

3
歳

1
歳

2
歳

3
歳

2
歳

3
歳

4 月  生まれの
　  　おともだち


